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一投入魂！
　「何よりストレス発散になるし、負けず嫌いな性格もあって熱
中しています」夫婦の共通の趣味でもあるというボウリングを続
けて17年。村野美幸さんの滑らかなフォームから力強い投球が繰
り出されると、次々に快音が響く。今年で32回目を迎える「社会
福祉協賛障がい者親善ボウリング大会（神奈川県ボウリング場協
会主催）」では、初参加ながら聴覚障がいの部で優勝、見事総合
優勝を勝ち取った。「メダルの重たさにはびっくり」仲間に囲まれ、
祝福を受ける村野さんには自然と笑みがこぼれていた。

02　特集
　　 福祉サービス第三者評価の受審とサービスの質の

向上に向けて
04　
　　・ 親から子への「貧困の連鎖」を防ぐために
　　・ 復興支援ボランティアバスに乗ってみませんか？
06　私のおすすめ
　　ロンドン・パラリンピックを応援しよう！
07　福祉最前線　神奈川ヘモフィリア友の会
08　連載　かながわの福祉課題を追う―第４回―
10　県社協のひろば
　　・７月は「社会を明るくする運動」強調月間
　　・ 福祉作文コンクール、ともしびポスター・絵本

コンテスト作品募集
12　かながわ 情報　神奈川県BBS連盟
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た
だ
し
、
第
三
者
評
価
を
受
審
し
た
効

果
を
、
数
値
等
で
分
か
り
や
す
く
表
す
こ

と
が
難
し
い
面
も
あ
り
、
受
審
経
験
が
な

い
事
業
者
等
か
ら
は
「
受
審
の
効
果
や
メ

リ
ッ
ト
が
分
か
ら
な
い
」
と
の
声
も
多
く

聞
か
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
昨
年
度
、
過
去
に
第
三
者
評
価

を
受
審
し
た
事
業
者
の
う
ち
、
高
齢
者
支

援
施
設
・
障
害
者
支
援
施
設
・
保
育
園
の

協
力
を
得
て
、共
同
募
金
配
分
金
に
よ
り
、

『
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
て

～
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
向
上
事
例
集
』（
※
）を
作
成
し

ま
し
た
。
第
三
者
評
価
受
審
の
き
っ
か
け

や
、
受
審
結
果
か
ら
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ

ス
を
改
善
し
た
か
な
ど
、
受
審
者
の
声
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。

自
己
評
価
、利
用
者・
家
族
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
得
ら
れ
る「
気
づ
き
」

　

第
三
者
評
価
の
受
審
過
程
は
、
ま
ず
、

事
業
者
の
自
己
評
価
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
自
己
評
価
の
過
程
の
取
り
組
み
方

が
、
そ
の
後
の
受
審
効
果
の
実
感
に
大
き

く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

事
例
を
み
る
と
、「
自
己
評
価
表
を
全

職
員
に
配
布
し
、
個
人
で
記
入
後
、
全
職

員
が
持
ち
寄
り
、
学
習
会
で
項
目
ご
と
に

『
で
き
て
い
る
か
、
い
な
い
か
』
を
話
し

合
っ
た
」「
各
課
長
が
課
内
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
そ
れ
を
管
理
職
会
議
等
で
話

し
合
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
事
業
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
に
合
わ
せ
て
、
自
己
評

価
表
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
の

第
三
者
評
価
の
取
り
組
み

　

第
三
者
評
価
は
、
事
業
開
始
以
降
、
都

道
府
県
単
位
で
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
全
国
の
受
審
件
数
累
計

は
、
１
万
８
３
４
８
件
（
平
成
17
～
23
年

度
）
に
上
り
ま
す
。

　

本
県
の
受
審
件
数
は
、
左
の
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
、
お
お
む
ね
増
加
傾
向
に
あ
り
、

累
計
は
８
５
７
件（
高
齢
分
野
１
２
１
件
、

障
害
分
野
１
０
７
件
、
児
童
・
保
育
分
野

６
２
５
件
、
保
護
分
野
４
件
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

第
三
者
評
価
受
審
の
効
果
と
は

　

第
三
者
評
価
の
受
審
は
下
表
の
よ
う
な

手
順
で
進
め
ら
れ
、
本
会
か
な
が
わ
福
祉

サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
が
認
証

し
た
第
三
者
評
価
機
関
（
19
機
関
）
と
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
契
約
の
上
、

評
価
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
三
者
評
価
受
審
の
効
果
を
実
感
す
る

た
め
に
は
、
職
員
参
加
の
も
と
、
組
織
全

体
で
自
己
評
価
や
第
三
者
評
価
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
か
ら
事
業
者

と
し
て
「
で
き
て
い
る
こ
と
」
を
確
認
し
、

今
後
の
取
り
組
み
課
題
に
気
づ
き
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
（
以
下
、「
第
三
者
評
価
」）
は
、
社
会
福
祉
法
第
78
条
に

基
づ
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
選
択
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
本
会
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
を
中
心
に
普
及
啓
発
・

実
施
体
制
整
備
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
第
三
者
評
価
の
受
審
効
果
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
さ
ら
な
る
第
三
者
評

価
の
受
審
に
つ
な
げ
る
た
め
、
第
三
者
評
価
を
受
審
し
た
事
業
者
の
実
践
事
例
を
ま
と
め

た
事
例
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

特
集

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
の
受
審
と

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
て

福祉サービス第三者評価受審の手順
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保護児童・保育障害高齢

23年度22年度21年度20年度19年度18年度17年度

39

99

131

163

107

148
170

本県の第三者評価受審件数推移
(平成17～23年度)

STEP１ 　評価機関の選定
　　　　　評価機関の情報収集、比較、選定
STEP２ 　契約
　　　　　評価機関との契約、スケジュール調整など
STEP３ 　�自己評価、書面調査、利用者・家族アン

ケート調査など
　　　　　�自己評価の実施・提出、評価機関による

利用者・家族アンケート調査など

STEP４ 　訪問調査
　　　　　現地での職員、利用者への調査、観察など

STEP５ 　調査結果の確認（評価結果の内示）

STEP６ 　評価結果の確定、公表
　　　　　ホームページ等で公表

▽評価機関の所定の自己評価表により、
事業所で自己評価を実施し、評価機関に
提出します。評価機関では提出された自
己評価をもとに事前書面調査をします。
▽評価機関によっては、利用者・家族にア
ンケート調査を実施することがありま
す。利用者・家族への配付は事業所が行
い、回収は評価機関が直接、行います。

（マスコットキャラクター）



3
第728号　福祉タイムズ　2012.7.15

　
そ
し
て
、
こ
の
自
己
評
価
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、「
で
き
て
い
る
こ
と
、
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
」「
職

員
同
士
が
話
し
合
う
こ
と
で
他
の
セ
ク

シ
ョ
ン
の
仕
事
内
容
や
細
か
な
試
み
ま
で

知
る
こ
と
が
で
き
、
職
種
を
超
え
た
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
深
ま
っ
た
」と
い
っ
た
成
果・

効
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
、
自
己
評
価
を
「
全
職
員
参
加
」
で
取

り
組
ん
だ
点
で
す
。
日
程
や
時
間
の
確
保

は
大
変
な
が
ら
も
、
全
て
の
職
員
が
参
加

す
る
過
程
の
中
で
、
職
員
間
の
情
報
共
有

が
で
き
、
仕
事
へ
の
意
欲
・
意
識
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

へ
の
相
乗
効
果
を
発
揮
し
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
・
家
族
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
を
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
で
は
な
く
評
価
機
関
が
行
う
た

め
、
率
直
な
意
見
も
多
く
、
よ
り
具
体
的

な
気
づ
き
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
気
づ
き
」か
ら

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
へ

　
第
三
者
評
価
の
受
審
か
ら
得
ら
れ
た
気

づ
き
を
も
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
地
域
支
援
を
見
直
し
、
従
来
の
多
人
数

参
加
の
イ
ベ
ン
ト
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
、
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
等
の
少
人
数
で
実

施
で
き
る
内
容
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
気

軽
に
育
児
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

相
談
し
や
す
い
環
境
が
で
き
た
。

▽
家
族
に
対
す
る
情
報
提
供
の
方
法
を
見

直
し
、
利
用
者
の
写
真
に
栄
養
状
況
等
の

コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
送
る
な
ど
、
利
用
者

の
生
活
を
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て

い
る
。

　
こ
の
２
例
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
サ
ー

ビ
ス
方
法
等
の
改
善
が
い
く
つ
も
聞
か
れ

た
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

▽
第
三
者
評
価
受
審
に
よ
り
職
員
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
向
上
し
、
利
用
者
や
家
族
の

希
望
に
も
臨
機
応
変
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
家
族
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
向
上
し
て
い
る
。

▽
送
迎
時
等
に
、
担
当
以
外
の
職
員
で
も

保
護
者
に
子
ど
も
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、
記
録
を
パ
ソ
コ
ン
入
力
し
全
職
員

が
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

▽
職
場
内
研
修
を
充
実
し
、
事
例
検
討
を

行
っ
た
り
、
司
会
役
を
交
代
で
担
当
す
る

な
ど
、
職
員
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
三
者
評
価
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
策
が

見
つ
か
っ
た
り
、
職
員
同
士
や
利
用
者
・

家
族
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円

滑
化
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
つ
な
が
る
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

＊　
　
＊　
　
＊

　
現
在
、
社
会
福
祉
の
諸
制
度
が
大
き
く

変
わ
る
中
で
、「
対
応
に
追
わ
れ
受
審
を

前
向
き
に
検
討
で
き
な
い
」「
費
用
捻
出

が
難
し
く
受
審
に
踏
み
切
れ
な
い
」
等
の

課
題
も
事
業
者
か
ら
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
継
続
受
審
す
る
事
業
者
が
年
々

伸
び
て
き
て
お
り
、第
三
者
評
価
の
受
審・

公
表
に
対
し
て
報
酬
上
の
評
価
を
し
た

り
、財
政
支
援
を
行
う
な
ど
、受
審
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
進
め
て

い
く
こ
と
も
課
題
で
す
。

　
事
例
集
は
一
例
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
組

織
目
標
の
再
確
認
、
課
題
の
発
見・共
有
、

課
題
解
決
に
向
け
た
職
員
の
協
働
体
制
の

確
立
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
活
用

で
き
ま
す
。
本
会
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ

ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
と
し
て
も
、
人

を
育
て
、
質
を
向
上
す
る
た
め
に
有
効
な

取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
福
祉

サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

※ 

事
例
集
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（http://www.knsyk.jp

）に
掲
載
中
で
す
。

 

（
社
会
福
祉
施
設
・団
体
担
当
）

　サービスの質の向上には、目標の設定、課題意識の
共有や解決に向けた具体的な実践が不可欠ですが、
多忙な日常業務の中で、多くの事業者が日々ご苦労
されているのが現状です。加えて、第三者評価で質の
向上をと言われても、経営者には「評価」という言葉
の響きや印象が、現場の職員にさらなる負担感を与
えることになるのでは、というためらいがあると感
じられます。
　たしかに、サービス評価では「職員の全員参加」が
求められ、実践事例でもほとんどの事業所が「大変
だった」とその印象を語っています。その反面、自己
評価での振り返りを通じて、日ごろ実現しなかった
職員相互で「できている」成果を確認し合い、また
課題を発見・共有して、職員の意欲向上と課題解決
への動機づけになったと報告されています。
　実践事例では、職員の協働による改善事例の他に
「人材育成に有効」「職員研修の機会」との報告も数多
くあります。第三者評価は「人を育てて、質を向上させ
る」のに最も有効な手法です。ぜひ事例集を参考に、
多くの事業所で実践されることを期待いたします。

かながわ福祉サービス
第三者評価推進機構
運営委員長　　藤村　和靜

人を育てて、
　サービスの質向上を！

第三者評価の目的や手順、受審体験報告等を行う「事業
者説明会」には、本年度も多くの参加者が集まりました
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厚
労
省
が
６
月
13
日
に
公
表
し
た
速

報
値
に
よ
る
と
、本
年
３
月
時
点
で
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
、前
月
よ

り
１
万
６
９
５
人
増
え
、生
活
保
護
制

度
が
始
ま
っ
た
昭
和
25
年
以
来
、初
め

て
２
１
０
万
人
を
超
え
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
、働
く
こ
と
が
可
能
な

年
齢
層
が
急
増
す
る
中
で
、と
り
わ
け

「
子
ど
も
の
貧
困
」が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
で
は
「
貧
困
の
連
鎖
」や
「
子
ど

も
の
貧
困
」を
防
止
す
る
た
め
に
は
、経

済
的
給
付
だ
け
で
は
な
く
、子
ど
も
の

健
全
育
成
に
向
け
た
子
ど
も
と
親
へ
の

積
極
的
か
つ
組
織
的
な
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
し
、平
成
21
年
度
補
正
予

算
に
お
い
て
「
子
ど
も
の
健
全
育
成
支

援
事
業
」を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

県
は
、こ
の
よ
う
な
国
の
動
き
に
い

ち
早
く
対
応
し
、平
成
22
年
度
よ
り
、生

活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も
と
子
育
て

を
支
援
す
る
「
子
ど
も
の
健
全
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
策
定
推
進
モ
デ
ル
事
業
」（
下

表
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。学
業
や
進
学

の
環
境
が
十
分
に
用
意
さ
れ
な
い
こ
と

で
、生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も
が

成
長
し
た
後
、再
び
生
活
保
護
受
給
に

至
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、支
援
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

先
行
し
て
行
わ
れ
た
の
が
「
子
ど
も

支
援
員
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
」

で
す
。生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も

に
つ
い
て
は
、学
習
支
援
が
即
効
性
の

あ
る
支
援
の
一
つ
で
す
が
、県
で
は
さ

ら
に
、子
育
て
か
ら
就
職
ま
で
、成
長
の

段
階
に
応
じ
た
寄
り
添
い
型
の
支
援
が

効
果
的
と
考
え
、子
ど
も
支
援
員
の
配

置
等
を
行
っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

家
庭
訪
問
や
個
別
相
談
な
ど
、積
極
的

な
支
援
を
行
い
、平
成
23
年
度
の
活
動

実
績
は
１
５
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
23
年
度
は
、県
内
の
福
祉

事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
を
対
象

に
「
生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
の
自
立

支
援
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を

実
施
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
、「
親
の
世

代
の
貧
困
が
子
ど
も
の
生
活
等
に
影
響

を
与
え
て
い
る
」と
感
じ
た
こ
と
の
あ

る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
94
％
を
占
め
る

一
方
で
、「
子
ど
も
の
支
援
に
目
を
向
け

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
」と
感
じ
る
と

い
う
回
答
が
88
％
を
超
え
る
現
状
が
あ

り
、効
果
的
・
効
率
的
な
連
携
の
方
法

に
つ
い
て
、課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
作
成
さ
れ
た
の
が
、６
つ
の

「
子
ど
も
の
健
全
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で

す
。子
育
て
や
進
学
等
テ
ー
マ
ご
と
に

情
報
や
ツ
ー
ル
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
支

援
に
限
ら
ず
広
く
活
用
で
き
る
と
、関

係
機
関
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
学
習
支
援
等
居
場
所
づ
く
り

企
画
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
に
保
健
福
祉
事
務
所
２
カ

所
で
行
っ
た
学
習
支
援
を
、本
年
度
よ

り
４
カ
所
に
増
や
し
、学
び
の
場
や
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
を
進

め
る
と
同
時
に
、身
近
な
地
域
で
の
開

催
が
各
地
で
促
進
さ
れ
る
よ
う
モ
デ
ル

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
支
援
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
や
地
域
の

支
援
が
不
可
欠
で
す
。生
活
に
困
窮
す

る
世
帯
の
子
ど
も
の
健
全
育
成
支
援
に

向
け
、関
係
機
関
や
地
域
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
、新
た
な
挑
戦
が
始
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

◆ 

県
保
健
福
祉
局
地
域
保
健
福
祉
部
生
活
援

護
課（
生
活
保
護
グ
ル
ー
プ
）

　

 

☎ 

045
―
210
―
４
９
１
２

　

 

URL http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f152/
 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

親
か
ら
子
へ
の「
貧
困
の
連
鎖
」を

防
ぐ
た
め
に
―
神
奈
川
県
版
子
ど
も

の
健
全
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

子どもの健全育成プログラム
策定推進モデル事業の取り組み

子ども支援員を配置したことか
ら、「子どもを通して世帯全体の
様子が見えてきた」等の効果も挙
がってきています

１.子ども支援員によるアウトリーチ支援
・ 県が生活保護を所管する保健福祉事務所
６カ所に、生活保護と子育ての専門的知
識を持つ「子ども支援員」を配置。

・ 家庭訪問や個別相談など、積極的な寄り
添い型の支援を行う。

２.子ども支援の実情を調査
・ケースワーカー調査
・関係機関調査
・生活保護受給世帯調査
３.子どもの健全育成プログラムの作成
ケースワーカーが子どもの支援を行う上で
の手引書として作成。
　①子どもの育ち支援プログラム
　②高校進学等支援プログラム
　③中学卒業後の社会生活支援プログラム
　④高校生支援プログラム
　⑤関係機関との連携構築支援プログラム
　⑥ 学習支援等居場所づくり企画支援プロ
グラム

４.学びの場や安心できる居場所づくり
・ さまざまな事情により孤立しがちな子ど
ものための「学習支援等居場所づくり企
画支援プログラム」を実践。

・ 各地域での開催促進を目指したモデル事
業を進める。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
と
４
カ
月

が
経
ち
ま
す
。
県
・
神
奈
川
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
本
会
で
運

営
す
る
「
か
な
が
わ
東
日
本
大
震
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、

昨
年
４
月
か
ら
岩
手
・
宮
城
県
へ
の
復

興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行

し
、
延
べ
１
万
２
千
人
を
超
え
る
方
が

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
震
災
直
後
は
、
被
災
し
た
家
屋
の
が

れ
き
撤
去
や
救
援
物
資
の
仕
分
け
、
避

難
所
で
の
炊
き
出
し
等
が
中
心
で
し
た

が
、
現
在
は
畑
の
細

か
い
が
れ
き
撤
去
、

被
災
し
た
土
地
の
清

掃
や
草
取
り
・
花
壇

の
整
備
、
引
っ
越
し

の
補
助
作
業
な
ど
内

容
が
多
様
化
し
て
お
り
、
特
に
仮
設
住

宅
で
の
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
、
交
流
事
業

の
ニ
ー
ズ
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
の
向
か
う
先
に
は
、
地
域
の
復

興
・
再
建
に
向
け
た
地
道
な
活
動
と
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
思
い
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
夏
に
も
う
一
度
、
東
北
の

取
り
組
み
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

 
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

2012年5月30日～6月28日

●DV相談　過去最多
　平成23年度の配偶者による暴力（DV）につ
いて、DVセンターで受理した相談件数が6,504
件で過去最多となり、３年連続で６千件を超え
たことが、県の発表で明らかになった。内訳をみ
ると、DV被害者本人からの相談が72％、年齢別
では30～40代が43％を占める。暴力の種類別で
は、言葉等による「精神的暴力」、殴る等の「身
体的暴力」、生活費を渡さない等の「経済的暴力」
の順に多い。緊急一時保護件数は242件で、およ
そ７割が子どもを同伴していた。

● 認知症予防対策　地域医療の強化へ
　厚労省は６月18日、認知症患者の急増に対応
するため、早期に医療支援につなぐことを柱と
した報告書「今後の認知症施策の方向性につい
て」をまとめた。看護師等で構成する「認知症
初期集中支援チーム」を地域包括支援センター
等に設置し、家庭訪問によりアドバイスを行う
ほか、かかりつけ医との連携を進めるための「身
近型認知症疾患医療センター」を全国に300カ
所整備すること等を提案した。

●障害者総合支援法成立
　障害者総合支援法案が６月20日の参議院本会
議で可決、成立した。法案には、障害者の範囲に
難病を加える、重度訪問介護の対象者を肢体不
自由者に限らず拡大、ケアホームをグループ
ホームに一元化することなどが示され、一部を
除き、平成25年４月１日から施行される。ただし
常時介護・移動・就労・コミュニケーション支
援や支給決定のあり方等については、施行後３
年をめどとした検討事項とされた。

岩手県行き・復興支援バスの運行のご案内
▼実施スケジュール
　【岩手83便】8/17（金）20:00集合～21（火）23:00帰着予定
　【岩手84便】8/20（月）20:00集合～24（金）23:00帰着予定
▼事前研修会スケジュール
　8/6（月）19:00～21:00
▼参加資格
　・18歳以上の、自己責任でボランティア活動ができる方
　・事前研修会に参加された方
▼参加費　6,000円
　（宿泊費無料、現地での食費・風呂代等は含まれません）
＜問合先＞
　かながわ東日本大震災ボランティアステーション事業事務局
　☎ 045ー312ー1121（内4141）　FAX 045ー324ー1120
　E-mail info@ksvn.jp　URL http://ksvn.jp
※このほか、ホームページに随時ボランティア情報を掲載中！



❖ 自転車競技・石井雅史選手
　自転車競技の代表に選ばれ
た石井雅史選手は、(公財)藤
沢市みらい創造財団に所属
し、青少年の健全育成や市民
のスポーツ・レクリエーショ
ン等に取り組んでいます。
　競輪選手として活躍してい
た2001年（当時28歳）、事故で
高次脳機能障害を負いまし
た。箸を持つことができない、左脚をひきずるなどの
身体症状のほか、集中力の低下・強い物忘れなどによ
り、心身ともにつらく、外出できない時期を３年ほど
過ごしたそうです。
　競輪選手引退後、現在の（一社）日本パラサイクリン
グ連盟と出会い、07年に世界選手権チャンピオン、08
年の北京パラリンピックでは金・銀メダル獲得と見事
な復活を果たしました。ところが、09年の世界選手権
でフェンスに激突し、再び大けが。翌10年のアジアパ
ラリンピックに出場したものの成績が振るわず、諦め
かけていた今大会ですが、高校時代からの友人に励ま
され奮起し、ブランクを跳ね返しました。
　自転車競技の見どころは、追い抜きの駆け引きだそ
うです。「パラリンピックをもっと身近に感じてもら
いたい。障害者スポーツ全般を広めたい。障害のある
方で興味があれば、ぜひ仲間に加わってもらいたい。
自分を表現する場があるから頑張れる。家庭があるか
ら競技に打ち込める。これまで支えてくれた人に恩返
しをし、見る人たちに元気を分けていくことが自分の
義務。目指すは表彰台！」と熱く語ってくれました。

❖ ウィルチェアーラグビー・若山英史選手
　日本代表12名の一人、若山英史選手は、大学生の時
のプール事故で車いすユーザーになりました。５年ほ
ど前にウィルチェアーラグビーを始め、「横濱義塾」
チームに所属してから約４年。特にパスの能力、スピー
ド力などが優れていることから、短期間で代表に選ば
れました。
　この競技の魅力は、車いす同士が激しくぶつかり
合って戦う迫力とスピード感。現在日本は、アメリカ、
オーストラリアに次ぐ世界第３位。８チームで争われ
る今回の目標は「もちろんてっぺんを目指す！」初戦
の相手は開催国イギリス、注
目カードです！
　若山選手いわく「本当は生
で見て、音を聞いて臨場感を
味わってほしい。楽しい競技
なのでぜひ応援してもらいた
い」とのこと。続けられる限
りやっていきたいとの意気込
みにパワーをもらいました。
☆�２人ともさわやかで礼儀正しい好青年。キラキラ輝いていたのが
印象的でした。ご活躍を期待しています！
　皆さんも応援お願いします！

■大会公式サイト
http://www.london2012.com/paralympics/

■（財）日本障害者スポーツ協会
http://www.jsad.or.jp/index.htm#home

■（一社）日本パラサイクリング連盟
http://www.jpcfweb.com/

■日本ウィルチェアーラグビー連盟
http://jwrugby.p2.bindsite.jp/

インフォメーション

パラリンピックの
最新情報は

ココでチェック！
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❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は ⇨ （N）神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします!ロンドン・パラリンピックを応援しよう！

～８月29日から９月９日まで開催～

　障害者オリンピックとして認知度が上がってき
たパラリンピック！北京大会では、日本はメダル
27個の大活躍でした。今期のロンドン大会では、
160の国と地域から約4,200人の選手が参加し
て、20競技・503種目が行われます。この夏はぜひ
選手と一緒に熱くなって応援しませんか！
　今回、神奈川にゆかりのある注目選手へのイン
タビューを紹介します。

　通称KILC（キルク）。1997年4月設立。障害者の自立生活
を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や
各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者の
目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・
平塚２カ所を拠点に活動中。
＜連絡先＞〔法人本部〕厚木市愛甲953-2
　　　　  ☎046-247-7503　 FAX046-247-7508
　　　　　URL　http://www.ki lc.org
　　　　　E-mail　info@kilc.org　



7
第728号　福祉タイムズ　2012.7.15

福祉最前線
—現場レポート—

◎�このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　英語名「Hemophilia（ヘモフィリア）」、日本語名「血
友病」は、凝固因子の活性が低いため、関節や筋肉内に
出血すると止血しにくいという病気です。命にすぐ関わ
るという病気ではありませんが、頭蓋内出血や腸腰筋出
血のときは早急な治療が必要になります。
　昔は輸血しか治療方法がありませんでした。しかし出
血に見合う凝固因子が投与されるわけではなかったの
で、関節や筋肉内に出血すると自然止血するまで腫れて
きます。それが引くまで安静にしていなければならず、
とてもつらいものでした。
　医療の進歩により血液凝固因子製剤が開発され、それ
を投与することで症状を緩和できるようになりました。
家庭治療が可能になってからは、さらにQOL（※）が良く
なってきました。
　製剤は血液由来のため、現在は加熱処理されています
が、非加熱製剤を使用していた25歳以上の患者のほとん
どは、肝炎に感染させられ、さらにHIVに感染させられ
た人もいます。そのための治療は長期にわたり、多くの

場合は副作用を伴い、日常生活に支障を来し、仕事を続
けることが難しくなるため、状況が悪くなってから治療
を開始するという人も少なくありません。
　また、神奈川県内では血友病専門医が不足しており、
専門医を求めて自宅から遠い所や県外の病院を探さなけ
ればならない現状にあります。県へ要望を出しています
が、なかなか難しい状況です。
　現在、当会には約100名の会員がいます。医療従事者
を招いて最新の医療情報を収集したり、レクリエーショ
ンの実施により会員同士の交流を深めています。また、
年１回全国会が開催され、他の患者会と意見交換などを
しています。
　さまざまな問題がありますが、
少しでも解決に向かうことができ
るよう、今後も会員同士で力を合
わせていきたいと思っています。

※生活の質。Quality�of�lifeの略。

  血友病の現状

　「神奈川県心身障害児・者父母の会連盟」の加盟団体。
昭和46年ごろ、「血友病」という病気の理解を深めると
同時に、新しい医療について情報収集するために設立。
〈連絡先〉E-mail　kanagawahemophilia@yahoo.co.jp

神奈川ヘモフィリア友の会



 

互
助
・
共
助
を
働
き
か
け
る

専
門
職
員
の
配
置
を

　
昨
年
末
、
本
県
で
高
齢
の
母
親
と
重
度

障
害
の
あ
る
子
の
孤
立
死
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
福
祉
課
題
の
あ
る
個
人
・
世
帯

の
孤
立
は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
個
別
の

生
活
課
題
に
ど
う
気
づ
き
、
互
助
・
共
助

の
関
係
を
ど
う
広
め
て
い
く
か
、
私
た
ち

福
祉
関
係
者
が
受
け
止
め
る
べ
き
課
題
で

も
あ
り
ま
す
。

　
本
会
が
昨
年
度
に
行
っ
た
課
題
把
握
調

査
で
は
、
隣
保
館
や
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
の
地
域
生
活
施
設
関
係
者
か
ら
「
住
民

参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
社
会
福
祉
施
設
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
が
『
推
進
拠
点
』
と
な
り
、

地
域
住
民
に
働
き
か
け
て
い
く
役
割
が
あ

る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
の

自
発
性
を
待
つ
ば
か
り
で
は
な
く
、社
協・

社
会
福
祉
施
設
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
に
、
互
助
・
共
助
の
仕
組
み
づ
く

り
を
働
き
か
け
る
専
門
職
員
を
配
置
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
拠
点
に
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

地
域
に
開
か
れ
た
福
祉
拠
点
と
し
て

〜
中
心
子
ど
も
の
家
（
相
模
原
市
）

　

中
心
会
の
運
営
す
る
児
童
養
護
施
設

「
中
心
子
ど
も
の
家
」
で
は
、
虐
待
等
に

よ
り
、
社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
の
育
ち
を
支
え
て
い
ま
す

　
海
老
名
市
か
ら
移
転
し
た
平
成
12
年
よ

り
、
地
域
に
根
差
し
た
施
設
運
営
を
目
指

し
、子
育
て
講
座
を
開
催
し
た
り
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
貸
し
出
し
等
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
講
座
参
加
者
が
３
０
０
名
を

超
え
た
こ
ろ
、
地
域
に
向
け
た
取
り
組
み

を
も
う
一
歩
進
め
ら
れ
な
い
か
と
考
え
、

平
成
18
年
に
立
ち
上
げ
た
の
が
「
親
子
サ

ロ
ン
お
も
ち
ゃ
ば
こ
」
で
す
。

　
も
と
も
と
地
域
に
は
、
子
育
て
世
代
の

母
親
が
集
ま
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た

が
、「
食
事
を
持
ち
込
め
る
場
所
が
な
い
」

と
の
声
を
聞
き
、
お
昼
ご
飯
を
食
べ
な
が

ら
時
間
を
気
に
せ
ず
過
ご
せ
る
場
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
提
供
し
ま

し
た
。
夏
に
は
屋
上
プ
ー
ル
を
開
放
し
た

こ
と
も
評
判
と
な
り
、
今
で
は
、
親
子
が

園
庭
の
砂
場
や
ブ
ラ
ン
コ
を
使
っ
て
自
由

に
遊
ん
だ
り
、
サ
ロ
ン
を
利
用
し
て
い
た

子
ど
も
が
小
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
も
施

設
に
遊
び
に
来
る
様
子
が
、
日
常
的
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
日
ご
ろ
か
ら
施
設
を
開
放
し
、
声
を

掛
け
合
う
関
係
が
で
き
た
こ
と
で
、
社
会

的
養
護
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

温
か
い
視
線
が
、
地
域
の
中
で
育
ま
れ
て

い
る
」と
施
設
長
の
曽
我
幸
央
さ
ん
。「
職

員
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
名
前
も
覚
え

て
い
て
、『
ま
た
来
て
ね
』
と
声
を
掛
け

て
い
る
。こ
の
小
さ
な
一
言
の
積
み
重
ね
、

地
道
な
働
き
か
け
が
あ
っ
て
、
施
設
は
地

域
に
開
か
れ
て
い
る
。
お
し
ゃ
べ
り
の
中

で
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
心
配
ご
と
を
話
せ

る
よ
う
な
、
地
域
の
相
談
相
手
に
な
っ
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

地
域
の
中
で
利
用
者
を
支
え
る
た
め
に

〜
民
衆
館
（
横
浜
市
）

　

横
浜
愛
隣
会
の
運
営
す
る「
民
衆
館
」

は
、
生
活
保
護
法
上
の
更
生
施
設
で
、
低

所
得
者
の
社
会
復
帰
・
自
立
に
向
け
た
支

援
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

施
設
利
用
者
の
生
活
困
窮
の
背
景
に

は
、
精
神
障
害
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
等

が
あ
り
、
全
体
の
60
％
以
上
の
方
が
医
療

機
関
等
と
の
連
携
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
入
所
期
間
は
平
均
２
年
７
カ
月
。
ま

ず
は
体
調
を
整
え
、
日
常
生
活
の
リ
ズ
ム

を
取
り
戻
し
、
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

等
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
自
立
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
単
身
生
活
に
移
行
し
て
も
、
周
囲

連 載

　厳しい経済状況・急速な少子高齢化の進行・障害のある方の地域生活移行・制度の狭間にあ
るニーズ等を考えると、従来の福祉サービスで対応するには限界のある課題が増えてきており、
地域住民の互助・共助の役割が増加していくと予想されます。そこで、本県の社会福祉施設の
取り組みから、身近な地域における地域福祉を進める拠点機能について探ります。

かながわの福祉課題を追う！

身近な地域における地域福祉の推進
～地域福祉推進拠点としての社会福祉施設の取り組み～

4!"#

人形劇やリズム遊びなど、親子サロン「おもちゃ
ばこ」にはワクワクする遊びがたくさん！
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と
の
関
係
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
り
、

地
域
の
中
で
の
孤
立
感
・
不
安
感
か
ら
、

ひ
き
こ
も
り
や
う
つ
状
態
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
飲
酒
の
末
に
入
院
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
、
退
所
後
の
継
続
し
た
支

援
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
施
設
で
は
、
平
成
14
年
に
利
用

者
Ｏ
Ｂ
会
を
立
ち
上
げ
、
翌
年
か
ら
利
用

者
Ｏ
Ｂ
等
の
た
め
の
通
所
・
訪
問
事
業
を

開
始
。年
間
５
０
０
件
を
超
え
る
連
絡
や
相

談
が
あ
り
、
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
声
を

掛
け
て
、仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
中
で
自
立
し
て
い
く
た
め
に

は
、
施
設
を
利
用
し
て
い
る
間
に
、
地
域

に
溶
け
込
む
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
大
切
」
と
館
長
の
江
森
幸
久
さ
ん
。
利

用
者
と
共
に
近
隣
の
清
掃
活
動
を
継
続
し

て
き
た
ほ
か
、地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の「
ち
ょ

こ
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
へ
の
参
加
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
利
用
者
の
多
く
は
生
活
保
護
を
受
給

し
て
い
る
こ
と
や
、
障
害
・
疾
病
に
よ
り

社
会
参
加
に
消
極
的
に
な
り
が
ち
。
だ
か

ら
こ
そ
、
地
域
住
民
か
ら
の
『
あ
り
が
と

う
』
の
一
言
が
大
き
な
励
み
に
な
る
」

　
地
域
の
中
で
施
設
利
用
者
の
歩
み
を
支

え
て
い
く
た
め
に
、
施
設
と
し
て
自
治
会

に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
た
め
、
住

民
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
区
社
協
の
「
南
区
社
協
施

設
部
会
」
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
施
設
の

種
別
・
分
野
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
参
加
型
の
地
域
福
祉
を
拓
く

〜
ラ
ポ
ー
ル
藤
沢
（
藤
沢
市
）

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ラ
ポ
ー
ル
藤

沢
」
を
運
営
す
る
、

い
き
い
き
福
祉
会

は
、「
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
神
奈
川
」
を
通

じ
た
７
万
人
の
カ
ン
パ
と
自
己
資
金
を
も

と
に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
、
市
民
の
参
加

と
協
働
に
主
眼
を
置
い
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
特
徴
は
、「
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
」（
以
下
、「
Ｗ
．Co
」）
と
の

協
働
で
す
。
Ｗ
．Co
と
は
、
市
民
が
生
活

者
の
視
点
か
ら
、地
域
に
必
要
な
「
も
の
」

や「
サ
ー
ビ
ス
」を
市
民
事
業
と
し
て
事
業

化
し
、
市
民
自
ら
が
出
資
・
経
営
し
、
労

働
力
と
な
る
組
織
の
こ
と
で
、
現
在
９
つ

の
団
体
が
施
設
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
と
も
す
る
と
、
施
設
職
員
は
忙
し
い

日
常
に
身
を
置
い
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、

Ｗ
．Co
な
ら
で
は
の
市
民
目
線
の
気
づ
き

が
、
よ
り
よ
い
支
援
を
引
き
出
し
て
く
れ

る
」と
施
設
長
の
阿
部
充
宏
さ
ん
。市
民
へ

の
働
き
か
け
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
人
の

動
き
を
み
る
と
、
と
て
も
施
設
の
片
手
間

で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
感
じ
る
」
と

評
す
る
、
Ｗ
．Co
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み
方
に
ヒ

ン
ト
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
な
ぜ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
の

か
。
活
動
後
に
ど
の
よ
う
な
思
い
の
変
化

が
あ
っ
た
か
。
自
分
の
住
み
暮
ら
す
ま
ち

の
福
祉
が
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い
か
、
そ
の

た
め
に
施
設
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
―
。
一

人
ひ
と
り
の
考
え
を
丁
寧
に
聞
い
て
い
く

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
然
と
次
の

ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
し
て
く
れ
る
」

　

Ｗ
．Co
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
依
頼
し
て
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
３
倍
以
上
（
年
間
約
２
千
人
）

と
な
り
、
平
成
21
年
か
ら
始
め
た
「
市
民

と
共
に
育
ち
合
う
講
座
（
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

講
座
・
親
子
福
祉
体
験
講
座
）」
に
つ
い

て
も
、
講
座
修
了
者
の
Ｏ
Ｂ
会
を
中
心
に

企
画
・
運
営
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
市
民
参

加
が
一
歩
ず
つ
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
推
進
の
拠
点
機
能
を

発
揮
す
る
た
め
に

　
３
施
設
で
は
共
通
し
て
、地
域
を
支
え・

地
域
に
支
え
ら
れ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指

し
、
地
域
住
民
の
悩
み
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
、
双
方
向
の
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
い
う
意
識
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
平
成
22
年
の
厚
労
省
調
査
に
よ
る
と
、

本
県
に
は
社
会
福
祉
施
設
が
２
２
４
４
カ

所
あ
り
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
地
域
福

祉
の
推
進
拠
点
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
福
祉
施
設

で
は
、
発
達
障
害
な
ど
人
間
関
係
を
築
く

こ
と
が
難
し
い
方
や
、
虐
待･

Ｄ
Ｖ（
家
庭

内
暴
力
）・
生
活
困
窮
・
国
籍
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
み
合
う
方
な
ど
、
よ

り
丁
寧
な
関
わ
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護・福
祉
の
深
刻
な
人
材
不
足
の
中
、

施
設
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
沿
っ
た
支
援

を
目
指
し
つ
つ
、
地
域
か
ら
の
期
待
に
ど

の
よ
う
に
応
え
て
い
く
か
、
厳
し
い
現
実

に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
福
祉

施
設
が
地
域
と
の
関
係
を
築
く
こ
と
は
、

利
用
者
の
生
活
課
題
を
共
に
考
え
、
地
域

の
あ
り
方
を
見
直
す
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
会
経
営
者
部
会
・
施
設
部
会（
※
）で

は
、
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等

の
公
益
性
を
生
か
し
、
地
域
福
祉
を
進
め

る
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
地

域
貢
献
活
動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
揮
で

き
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

※ 

本
会
会
員
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
等
の
経
営
団
体

で
構
成
す
る
「
経
営
者
部
会
」
と
、
公
私
社
会
福

祉
施
設
か
ら
な
る「
施
設
部
会（
10
種
別
協
議
会
）」

が
あ
り
、
本
県
の
福
祉
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
、

研
究
・
研
修
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

昨年度の「ちょこっとボランティア」参加者は延べ
747人。施設のお手伝いや清掃などを行っています
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こ
の
数
年
、
14
年
連
続

で
再
犯
率
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
や
、
高
齢
犯
罪
者

の
増
加
傾
向
が
著
し
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

（「
平
成
23
年
版
犯
罪
白
書
」）。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯

罪
や
非
行
を
防
ぎ
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

が
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
立
ち
直

り
を
支
え
、
明
る
い
社
会
を
め
ざ
す
全
国

的
な
運
動
で
す
。
７
月
は
強
調
月
間
と

な
っ
て
お
り
、
保
護
司
・
更
生
保
護
女
性

会
・
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
な

ど
を
中
心
に
活
動
が
展
開
さ
れ
、
今
年
で

62
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会
、
駅

や
商
業
施
設
で
の
広
報
活
動
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
県
で
は
、
県

内
に
本
拠
地
が
あ
る
Ｊ
リ
ー
グ

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
協
力
し
て

い
ま
す
。

　
横
浜
市
港
北
区
で
は
、
横
浜

Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
の
試
合
会
場
で

特
設
テ
ン
ト
を
設
け
、
横
断
幕

や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
な
ど

の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
川
崎
市
麻
生
区
で
は
、
川
崎

フ
ロ
ン
タ
ー
レ
の
練
習
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
６
年
ほ
ど
前
か
ら
少
年
サ
ッ

カ
ー
教
室
を
行
っ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
少
年
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
、
犯

罪
・
非
行
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
平
塚
市
で
は
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
試

合
会
場
で
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
横
断
幕
と

の
ぼ
り
旗
を
持
っ
て
場
内
を
一
周
す
る
Ｐ

Ｒ
活
動
が
行
わ
れ
、
観
客
の
関
心
が
向
け

ら
れ
る
よ
う
、
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
各
競
技
場
で
も
電
光
掲
示
板
や

場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
も
広
報
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
会
保
護
司
部
会
で
は
、
毎
年
７
月
の

強
調
月
間
に
合
わ
せ
、
地
域
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布
す
る
啓
発
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
子
ど
も
の
非
行
の
兆

候
や
薬
物
乱
用
の
恐
怖
等
に
つ
い
て
伝
え

て
い
ま
す
。 

（
生
活
支
援
担
当
）

県社協の
ひ ろ ば

県社協の
ひ ろ ば

７
月
は〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞強
調
月
間

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

名　称 第36回神奈川県福祉作文コンクール 第33回ともしびポスター・第26回ともしび絵本コンテスト

応募資格 県内の小学校、中学校、特別支援学校（小学部・中学部）、フリー
スクール等の通学生

県内在住・在学の小学生、中学生、高校生、特別支援学校生、
フリースクール等の通学生

内　容

（1）内　容
　 　福祉について普段の生活を通して感じたこと、考えている
こと、体験したこと、こうしていきたいと思っていることなど

<例>
　☆ 障害のある方々との交流やお年寄りとのふれあい
　☆地域、学校・家庭での体験
　☆福祉施設の方々との交流
　☆ 幸せな社会をつくるため、こうしていきたいと考えている
こと

　☆赤い羽根共同募金の活動に参加して感じたことなど
（2）題　名＝自由
（3）字　数＝小学生　 B4判400字詰め原稿用紙を使用し、800字

～1,000字以内
　　　　 　中学生　 A4判400字詰め原稿用紙を使用し、1,600

字～1,800字以内
　※ 最初の行に題名・学校名（団体名）・学年・氏名（ふりがな）
記入（この部分は字数に含めません）

テーマ「みんながともに生きるまち」
（1） ポスターの部  

※テーマにふさわしい言葉・文字を入れてください。
　　①用　紙＝ 画用紙B3判（51.5㎝×36.4㎝）  

もしくは4つ切判（54㎝×38㎝）に準じる
　　②画　材＝ カラーペン、絵の具、クレヨン、ポスターカラー、

色画用紙等
（2）絵本の部
　　①用　紙＝ 画用紙B4判（26㎝×36㎝）2枚を半分にし、B5判

（18㎝×26㎝）4枚にしたもの
　　②頁　数＝表・裏表紙を含む8頁
　　③綴じ方＝ひも・ホチキス等を使用、縦・横使いは自由
　　④画　材＝ポスターの部に同じ
　　⑤　文　＝ 絵の上でも空いているところでも可、文の形式

は文章・詩・吹き出しのいずれでも可
※ 作品の裏には必ず所定の応募票を貼ってください（合作の場合
は、合作者の応募票も貼ること）。
※ 学校で応募される場合は、必ず指定の応募者名簿に必要事項
を記入した上で、ご応募ください。

締切日 平成24年9月７日（金） 平成24年9月７日（金）

応募先
・
問合先

<応募先>
　学校ごとに、県共同募金会の各市区町村支会内「福祉作文コン
クール事務局」へ送付してください。
<問合先>
　⑴ （福）神奈川県共同募金会
　　 ☎045-312-6339
　⑵ 本会地域福祉推進部　地域福祉推進担当
　　 ☎045-312-4813

　⑴または⑵まで、学校等で取りまとめの上、送付または持参
してください。
⑴本会地域福祉推進部 地域福祉推進担当
　 〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 かながわ県民セン
ター内☎045-312-4813
⑵お近くの市町村社会福祉協議会（持参のみ受付）
　　※ 横浜市及び市内各区、川崎市内各区の社会福祉協議会で

は受付しておりませんので、⑴に送付または持参してく
ださい。

※詳しい募集案内や、昨年度の入選・入賞作品は本会ホームページに掲載しています（http://www.knsyk.jp/tomosibi/）

◆ 本会ホームページ（http://
www.knsyk.jp）よりダウン
ロードできます

福祉作文、ともしびポスター・絵本　作品募集中！

※
関
連
記
事
11
･
12
面
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei .co.jp
URL http://www.yasue-sekk ei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

福祉のしごとを知る懇談会の
ご案内
　毎回２名の福祉施設職員が、福祉・
介護の仕事内容や日々の仕事から感
じるやりがい、就職活動の体験談な
どを語り、参加者の疑問に答えます。
◇ 日時＝①８月４日（土）、②９月１
日（土）、両日とも午後１時～４時
◇場所＝かながわ県民センター
◇定員＝各回35名（先着順）
◇ 申込方法＝参加希望日・氏名・連
絡先を電話、ファクスまたはメール
◇ 問合先＝本会かながわ福祉人材センター
　☎045-312-4816  ℻ 045-313-4590
　E-mail jinzai@knsyk.jp
　 URL http://www.knsyk. jp/
jinzai/index.html
※ 今後の開催日程・講師予定等は
ホームページに掲載しています

東日本大震災川崎市高校生復興
支援応援隊活動報告会のご案内
　岩手県釡石市でボランティアに参
加した高校生らが思いを語ります。
◇ 日時＝８月２日（木）午後６時30分
～８時30分（午後６時開場）
◇場所＝高津市民館　大ホール
◇定員＝600名
　※直接会場にお越しください
◇ 問合先＝川崎市社協ボランティア
活動振興センター
　☎044-739-8718  ℻ 044-739-8739

高次脳機能障害セミナー(理
解編)のご案内
　「社会参加に向けて」をテーマに、
高次脳機能障害の理解を深めます。
◇ 日時＝８月25日（土）午前10時～午
後４時20分（９時30分受付開始）

◇場所＝県総合医療会館
◇定員＝200名（先着順）
◇資料代＝1,000円
◇ 申込方法＝ホームページの専用
フォームに入力またはファクス

◇ 問合先＝県リハビリテーション支
援センター地域支援センター

　☎046-249-2602  ℻ 046-249-2601
　 URL http://www.chiiki-shien-hp.
kanagawa-rehab.or.jp

更生保護・福祉連携シンポジ
ウムのご案内
　福祉関係者として、刑務所を出所し
た人等をどう支えていくか考えます。
◇ 日時＝９月１日（土）午後０時45分
～５時　

◇ 場所＝文京学院大学　本郷キャン
パス（東京都文京区）

◇ 対象＝社会福祉士、精神保健福祉
士、このテーマに関心のある方

◇定員＝700名（先着順）
◇ 申込方法＝所定の申込用紙に記入
の上、ファクス、メールまたは郵送

◇申込締切＝８月10日（金）
◇ 問合先＝「社会を明るくする運動」
中央推進委員会事務局

　☎03-3580-4111（内2615）
　℻ 03-3592-8628
　E-mail shamei@moj.go.jp

社会福祉士実習指導者講習会
のご案内
◇ 日時＝12月23日（日）～24日（月）
◇場所＝ウィリング横浜
◇ 受講資格＝社会福祉士で、今後実
習指導をする予定がある方

◇定員＝100名
◇ 受講費＝社会福祉士会会員10,000
円、非会員15,000円

◇申込期間＝９月１日（土）～15日（土）
◇ 問合先＝（社）神奈川県社会福祉士
会事務局
　☎045-317-2045  ℻ 045-317-2046
　URL http://www.kacsw.or.jp

中小規模事業場モデル安全衛
生改善事業のご案内
　福祉サービスの安全衛生水準の向
上に向けて、状況調査と専門家によ
るアドバイスを無料で行います。
◇ 対象＝労働者数が概ね100人未満
の事業所
◇ 問合先＝中央労働災害防止協会
　☎03-3452-6375 ℻ 03-5445-1774

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】広瀬公子、脇隆志
【子ども福祉基金】佐藤和成、穴戸晃
子
【ともしび基金】天台宗神奈川教区、
(社)神奈川県宅地建物取引業協会、
(株)ガリバーインターナショナル、
神奈川県立音楽堂、神奈川県グラウ
ンド・ゴルフ協会 (合計541,159円)
【寄附物品】ともしび展示コーナー
OB会、神奈川県遊技場協同組合・神
奈川福祉事業協会、神奈川観賞魚親
睦会、神奈川昭和会、(社)日本塗装工
業会神奈川県支部、(財)報知社会福祉
事業団、神奈川県定年問題研究会、JX
ホールディングス（株）
 （いずれも順不同、敬称略）
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

【問合先】本会地域福祉推進担当
☎045-312-4813　℻ 045-312-6307

地域福祉（ともしび）推進助成金
申請受付中！



赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
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皆
さ
ん
は
「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
運
動
」
を
ご
存

知
で
す
か
？
「B

ig B
rothers and 

Sisters m
ovem

ent

」の
略
称
で
、

非
行
の
な
い
社
会
を
目
指
し
、
子
ど
も

た
ち
と
同
世
代
の
兄
や
姉
の
よ
う
な
存

在
と
し
て
、
共
に
悩
み・学
び・楽
し
む
、

更
生
保
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
化

月
間
に
あ
た
る
今
回
は
、「
神
奈
川
県

Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
」
で
活
躍
す
る
大
学
生
の

皆
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
Ｂ
Ｂ
Ｓ
の
取
り
組
み

　
Ｂ
Ｂ
Ｓ
運
動
の
歴
史
は
古
く
、
戦
後

の
混
乱
が
続
く
昭
和
22
年
に
、
貧
困
の

中
で
犯
罪
や
非
行
に
向
か
う
子
ど
も
た

ち
を
何
と
か
し
た
い
と
、
京
都
の
大
学

生
が
立
ち
上
が
り
、
組
織
を
つ
く
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
護
観
察
所
・
保
護
司
会
・
更
生
保
護

女
性
会
等
と
連
携
し
、
時
代
と
と
も
に

世
代
交
代
を
重
ね
て
き
た
こ
と
も
特
徴

の
一
つ
で
す
。

　
全
国
に
は
、
市
区
町
村
や
大
学
等
を

単
位
と
す
る
「
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
」
が
あ

り
、
現
在
、
県
内
９
地
区
（
会
員
約
１

６
０
人
）
に
お
い
て
、
話
し
相
手
・
相

談
相
手
と
な
る
「
と
も
だ
ち
活
動
」
や

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」（
写
真
上
）、
非

行
防
止
活
動
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

若
者
か
ら
「
次
代
の
若
者
」
へ

　
「
子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
」「
保

護
司
の
先
生
の
講
義
を
聞
い
て
」な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
き
っ
か
け
か
ら
活
動
に
参

加
し
始
め
た
大
学
生
の
皆
さ
ん
。
児
童

自
立
支
援
施
設
や
少
年
院
の
訪
問
等
を

通
し
て
、
保
護
観
察
を
受
け
る
少
年
少

女
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る
子

ど
も
た
ち
と
出
会
っ
て
き
ま
し
た
。
活

動
の
中
で
、
自
分
が
役
に
立
っ
て
い
る

の
か
、
気
持
ち
が
空
回
り
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
経
験
談
か

ら
は
、
同
世
代
の
若
者
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
と
同
じ
目
線
に
立
つ
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
、
真
摯
に
向
き
合
お
う
と

す
る
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
地
域
の
方
や
Ｂ
Ｂ
Ｓ
の
仲
間
、
子

ど
も
た
ち
と
の
つ
な
が
り
か
ら
学
ん
だ

こ
と
を
、
私
も
だ
れ
か
に
返
し
た
い
」

　
経
験
や
体
験
が
人
を
動
か
す
力
、
地

域
の
中
で
伝
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
、

そ
の
思
い
が
伝
統
あ
る
Ｂ
Ｂ
Ｓ
運
動
を

さ
ら
に
深
め
、
若
者
か
ら
「
次
代
の
若

者
」
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

 
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

子
ど
も
た
ち
と
共
に
悩
み･

学
び･

楽
し
む
Ｂ
Ｂ
Ｓ
運
動

神
奈
川
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

スポーツやレクリエーションを楽しむ「グ
ループワーク」を通して、子どもたちとの
距離も自然と縮まります

神奈川県BBS連盟の皆さん。子どもたち
と一緒に楽しめる活動をどうつくっていく
か、活発な議論が交わされていました

【発行日】2012（平成24）年7月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】鈴木和夫
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川新聞社
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX045-312-6302　E-mail  kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

新規会員を募集しています！

◆
神
奈
川
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
事
務
局

　
横
浜
市
中
区
新
港
１
―
６
―
２

　
横
浜
保
護
観
察
所　
企
画
調
整
課
内

　
☎
045
―
201
―
１
８
４
４

　
FAX 

045
―
640
―
１
６
４
７



社会福祉施設・団体担当
(かながわ福祉サービス第三者評価推進機構)
☎045-290-7432　FAX045-313-0737

福祉サービスの質の向上に向けて
～福祉サービス第三者評価によるサービス向上事例集～

第三者評価を受審した事業
者（高齢・保育・障害分野）
による、福祉サービスの質
の向上に向けた取り組みを
紹介しています。

（A4判60ページ）＊

＊印の発行資料は、本会ホームページ(http://www.knsyk.jp)からダウンロードできます
郵送を希望される場合は、送料をご負担いただきます（在庫には限りがあります）

福祉人材研修・介護支援専門員支援担当
☎045-311-1429　FAX045-313-0737

福祉の職場の研修計画・実践マニュアル
～みんなでつくる職場研修～

職場研修を始めるため、すでに実施している職場研修
の見直しのためなど、各職場の状況に合わせてアレン
ジしながらご活用ください！

（A4判80ページ）＊

福祉サービス事業者における苦情解決体制
整備状況に関するアンケート調査報告書

県内の福祉サービス事業所
を対象に、苦情を解決する
仕組みや苦情事例等につい
て、前回調査（平成17年）と
比較し、状況をまとめてい
ます。

（A4判56ページ）＊

自助具ってなあに

自助具を利用する方の日常
生活や、自助具を選ぶポイ
ントをまとめました。だれ
にでも分かりやすく、自助
具を身近に感じ、知ってい
ただけるDVDです。

（DVD18分）
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神奈川県社協
 発行資料のご案内

苦情解決体制を周知するためのポスター・リーフレット、苦情解決ハンドブック（事業者向け）をご希望の方はお問い合わせください！

地域福祉推進担当（かながわともしびセンター）
☎045-312-4813　FAX045-312-6307

かながわ福祉サービス運営適正化委員会事務局
☎045-317-2200　FAX045-322-3559



地域福祉推進担当（かながわボランティアセンター）
☎045-312-4815　FAX045-312-6307

社会福祉施設のボランティアコーディネーション指針　
はじめの一歩

福祉施設のボランティア
コーディネーター必読！
「ボランティアに継続して
ほしい」「学生ボランティア
を増やしたい」そんなお悩
みに答えます。

（定価1,000円・A4判73ページ）

ほかにも、本会ホームページに資料を掲載しています
地域福祉活動と個人情報保護／社会福祉施設等の人材確保に関する需要調査報告書／市町村社協活動
現況報告書／地域主体の権利擁護ネットワーク形成に向けて～権利擁護相談事例集／介護業界および
介護職に対する若者のイメージ調査報告書／子どもの安全と安心を護る養育ブック～被措置児童等虐
待に陥らないために／福祉サービス利用者意向調査キット活用のすすめ　など

＊印の発行資料は、本会ホームページからダウンロードできます
郵送を希望される場合は、別途送料をご負担いただきます（在庫に限りがあります）

地域福祉推進担当
☎045-312-4815　FAX045-312-6307

はじめてのちいきふくし活動ノート

「地域福祉活動ってな
に？どんなことをして
いるの？」
子どもにも分かりやす
くをテーマにまとめ
た、このノートを開け
ば、きっと活動に参加
してみたくなるはず！

（A4判21ページ）＊

かながわ権利擁護相談センター(愛称：あしすと)
☎045-312-4818　FAX045-322-3559

地域福祉推進担当（かながわボランティアセンター）
☎045-312-4815　FAX045-312-6307

地域主体の
権利擁護ネットワーク形成に向けて
～相談者の思いを引き出す相談機関職員の働きかけ～

障害がある方とボランティアのためのハンドブック
外出するときにお願いするためのヒント

あなたらしいゆるやかなつながりを

権利擁護相談事例集の続編！初期相談の対応をワーク
形式でまとめました。事例検討会をしてみませんか？

夏休みの計画を立てる前に、目を通しておきたい１冊。
ボランティア活動の相談や振り返りにお役立てください。

（A4判85ページ）＊

（A5判26ページ）＊

好 評
発売中

【問合先】　 社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会 総務企画部 企画調整・情報提供担当 
☎045-311-1423　FAX045-312-6302　E-mail kikaku@knsyk.jp  
URL http://www.knsyk.jp

神奈川県社協ホームページでは、地域福祉活動に役立つ情報をお届けしています

▶ 本会発行資料や機関紙「福祉タイムズ」のほか、地域での広報や周知にご活用いただけるパンフレット等も掲載中！
　研修会や各種セミナー、ボランティア募集、助成金情報も日々更新しています！
▶そのほか、福祉関係者におすすめしたい、全社協出版部発行の雑誌・書籍をあっせんしています。
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